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　「地域と防災」分野では、５限目にプレゼン技術についての動画
を視聴し、それぞれの発表方法の最終チェックを行いました。
　６限目の発表会では、アイコンタクトや資料の提示など、それぞ
れで工夫を凝らした発表を心掛けていました。また、その後の質疑
応答をグループ全員が担当することで、意見交換や感想が活発に述
べられていました。
　７限目、生徒推薦により名前の挙がった 2－5 内谷、2－4 中西の
両名が全体の場でもう一度発表しました。生徒振り返りシートでも、
彼らの発表は話し方、ジェスチャー等において学ぶことがあったと
記述されていました。
　発表では、５限目の動画から学んだことを少しでも生かそうと工
　　　　　　　　　　　　夫する様子が見られましたが、緊張して
　　　　　　　　　　　　上手くできなかったと振り返る生徒もい
　　　　　　　　　　　　ました。ただ、どの生徒からも、今回の
　　　　　　　　　　　　発表を２月の成果発表会に生かしていき
　　　　　　　　　　　　たいという意気込みが見られた発表会で
　　　　　　　　　　　　した。

A01班　御坊付近のハザードマップを作り、
　　　　それを元にジオラマを作成する。
A02班　安心して生活するための津波への理解と対策
A03班　地震のメカニズムと発生後の対応
A04班　津波から御坊市民全員守る
A05班　家具の配置～二次災害から命を守る～
B01班　地震における二次災害
B02班　過去の地震から推定できる、
　　　　現在私たちにできる地震への最善対応策
B03班　避難所を設置し、御坊の人々を守ろう︕
B04班　アルファ米を使った料理

　 テーマ発表会（３）

　ジェスチャーなどを使わないと、上手く
伝えることができない。このことを今回の
発表会で学ぶことができた。
　声の強弱はあたりまえのことであるけれ
ど、声の緩急も大切だと思った。それに加
えて、資料や表を用いて説明することや、
体を大きく使って表現することによって、
より相手に伝わりやすくなると思った。
　どれだけ良い内容を準備できていたとし
ても、相手に伝わらなければ意味がないと
思うので、ジェスチャーやアイコンタクト
などを大切にしていきたいと思った。
　また、質問されるということは、上手く
伝わっているということだと思うので、聞
き手から深く問われるような発表をしたい
と思った。
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